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産婦人科の 必修知 識 （教育委員会企 画）
一 専門医を目指す若手医師の ための教育プロ グラ ムー

2）子宮頸部お よび内膜 の 病理診断プ ラク テ ィス

京都大 学 病理 診断部 ； 上 芳 喜

1，子宮頸部生検 の 病理診断の ポ イ ン ト

　扁平上 皮癌の 前駆病変 で あ る異形 成／CIN は異

型細 胞の 占拠の 度 合 い に よ っ て CIN1〜CIN3 に

分けられ るが，単に N／℃比が高 い 細胞 を異型細 胞

と解釈 して しまうと，萎縮や 未熟化生 を CIN3 と

誤認する 叮能性が ある ．した が っ て ，  核大小不

同 （3 倍以 上 の ば らつ き），  核形不整，  核 ク ロ

マ チ ン の 増量，  ク ロ マ チ ン構造の 粗造化，  核

の 染色性の 不均一性 ，   核 の 配列の 乱れ （核問距

離の 不均
一
性）や重積，  核分裂像 の存在，の 有

無に着 目して異型 を認識す る必 要が あ る．CIN3

と異型未熟化生 （未熟 コ ン ジ ロ
ーマ ）の 区別が難

しい 場合 は，免疫染色が有用 で ある．CIN3 で は p

161NK4
“
がび まん性 に 強陽性で ，　 Ki−671場性細胞が上

皮全層 にわた っ て 多数認め られ る，間質浸潤を示

唆する所見 と して は，  上皮 と間質と の 境界が不

整とな る，  異型細胞 が胞巣を形成せ ずに，個別

性 に問質内で 存在 して い る，  線維形成性の 間質

反応 が認め られ る，  炎症がみ られる，  間質内

で小胞巣 を形成する細胞の 多形性 や角化が顕著 で

あ る，などが挙 げ られ る，

　上皮内腺癌は既 存の 頸管腺一ヒ皮 を核 ク ロ マ チ ン

増量 ，核腫大，核重積 を示す異型円柱細胞が置換

する もの で ，最 も重要な鑑別診断である 卵管上 皮

化生 とは
，   線毛が な い ，  核分裂像， ア ポ トー

シ ス 像がみ られる，な どの 点で区別 され る．浸潤

腺癌 と比 較して核の 形態は 比 較的均
一

で
，

ク ロ マ

チ ンが増量 して い るた めに核内構造 は観察 しに く

く，核小体は不明瞭で ある こ とが多い ，浸潤腺癌

で は核大小不同，核形不整が 顕著 で
， 核小体が 明

瞭で あ る．また，腺管 の 配裂，構築 は既存の 頸管

腺の 構築 か ら逸脱 してお り，線維形成性間質反応 ，

炎症が顕著で ある傾 向が あ る．

2．子宮内膜生検 ・掻爬 の 見方

　子宮 内膜増殖症 を診断する際の ポイ ン トは． 

構造，  細胞異型，を認識する こ とで ある．正 常

の 内膜腺は種々 の 程度の屈 曲 ・蛇行 を示 しなが ら

も， 基本的に は平行 に配列す る． こ の 配列か らの

逸脱 の 有無 と間質 に対す る腺管成分の 占め る面積

の 割合の 増加 に着 目する，腺管の 占め る面積が 間

質 に対 して優位 となっ て そ の 比 率が 1：1か ら 2〜

3 ：1 まで 偏移 し，か つ 領域性 の ある内膜腺の 嚢 胞

状拡張が み られ る場合 に は単純型子宮 内膜増殖症

と診断する ．腺管が さ らに優位とな っ て比率が 3 ：

1を超 え，随所で腺管 と腺管が 接する ほ ど間質の

割合が 減少 し（back　to−back）， 腺管の 嚢胞状拡張

に加 え て ，不規則な分岐 ・突出や 陥入 を示す場合

には複雑型子宮 内膜増殖症 と判断する，  核の 円

形化，  核小体 の 明瞭化，  核 の 重積，  核大小

不同，を示す場合は異型増殖症 と診断す る．重要

な鑑別診断 として，  不規則増殖期内膜 （拡張 し

た腺管の 問に 正 常の 内膜腺が 介在する），  無排卵

性内膜剥離 （間質細胞の 凝集 と変性 ・脱落， ヒ皮

び）好酸性化生 乳頭状化生， フ ィ ブ リ ン 血栓 ，
ア

ポ トーシ ス像 ），  ポ リ
ー

プ （間質 は線維性 ある い

は細胞密 度が高 く，筋性血 管が認め られ る）が挙

げられ る．高分化型類内膜腺癌 を示唆する所見 と

して は，  篩状構造 に よ っ て特徴づ け られる高度

の 構造異型や 間質の 消失，  浸潤に伴 う線維形成

性 間質反応，  間質の壊死，  乳頭状構造，が挙

げ られ る，類内膜腺癌は充実性成分の 量に よ っ て

grade −1　（5％ 以 ド），　grade −2　（6〜50％ ），　grade
−3 （51％ 以 上）に分 けられ る が，高度の 核異型 が

認め られ る場合には ア ッ プグ レ ー
ドする ．p53 が

び まん 性 に 強陽性 で ある 場合 に も grade−3 と し

て 取 り扱 うの が 実際的であ る．
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